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H E A D L I N E S

政治
市民プラットフォーム（ＰＯ）、ゴヴィン元法相等の処分を決定

任期前倒し選挙の可能性に関する主要政党党首発言

ポーランド・仏外相会談

ポーランド・米外相会談

ポーランド・ウクライナ大統領電話会談

ポーランド・トルコ国防相会談

ポーランド・ルーマニア国防相会談

第２１回国際防衛産業展示会（キエルツェ）の開催

アフガニスタンにおけるポーランド兵士の死亡

インドネシア大統領のポーランドを訪問

ポーランド・ルーマニア国防相会談
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経済
財務省、２０１６年までＶＡＴは２３％と発表

下院がＣＣＳ法案を可決

トゥスク首相、年間経済成長は１．５％以上と発言

年金制度改革案が発表される

国有財産省がＬＯＴ再建のための持株会社の設立を検討

第２四半期の経済成長率は０．８％

８月の倒産件数は６６件

８月のＰＭＩが上昇

経済特別区での投資が加速

ZCh Police 社がセネガルに拠点獲得

ミネラルウォーターの販売が拡大傾向

ショッピングセンターが秋に多数開業

サイダー販売が倍以上になるとの予想

Ｍａｒｓ社がポーランドで１０億ズロチ投資予定

ＫＧＨＭ社がアゾティ・グループと協力

アゾティ社とロトス社の石油化学プラント建設に係る協議が近日終了見込み

ポリメック・モストスタル社が新戦略を採択

ポーランドのＩＴ市場は安定的に成長

ＫＷ社が上半期に１億ズロチの赤字

ソラリス社がブランズウィック向けトラムの生産を開始

レーン・エネルギー社のシェールガス試掘が欧州で過去最良の結果

原子力プロジェクトに対する公的支援に関する決定はなされず

オルレン社のシチンでのシェールガス試掘結果が不調に終わる

ＧＤＦスエズ社がポーランドで掘削

電力価格が半年後に再度引き下げられる見込み

ＰＥＲＮ社がナフトポートの拡張に８．２億ズロチ投資予定

大使館からのお知らせ                                                       

ポズナンにおける領事出張サービスについて

平成２５年度後期分教科書の配付について

東日本大震災義捐金受付について

文化行事・大使館関連行事
在ポーランド日本国大使館

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000
http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm
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政  治

内   政

市民プラットフォーム（ＰＯ）、ゴヴィン元法相等の

処分を決定【３０日】

８月３０日、ＰＯは、投票時における党議拘束違

反を犯したゴヴィン前法相及びジャレク議員の２名

に対する処分を発表し、ゴヴィン前法相は１,０００

ズロチの罰金、ジャレク議員は３カ月の党員資格

停止の処分を受けた。同日，ゴヴィン前法相は、両

議員の処分の違いに疑問を呈し、ジャレク議員に

連帯を示すために３カ月間自身の党員資格を停止

する旨述べた。

任期前倒し選挙の可能性に関する主要政党党首

発言【４日】

８月２７日にＰＯのゴドソン議員が離党し、連立与

党の議席数は２３３議席になったことを受け（注：下

院の定員は４６０名で過半数は２３１議席）、主要政

党党首が任期前倒し選挙の可能性につき発言した。

４日、トゥスク首相は、連立与党が過半数を割ると

は思わないが、そうなる場合は早期選挙が代替手

段となる旨述べた。同日、カチンスキ「法と正義」（Ｐ

ｉＳ）党首は、ＰｉＳは早期選挙を支持するが、早期選

挙前の数カ月間を超党派の政権が担うことが条件

である旨述べた。

外    交

ポーランド・仏外相会談【29 日】

パリにおいてポーランド・仏外相会談が行われ、

二国間関係、シリア情勢、１１月に予定されている

東方パートナーシップ首脳会合、安全保障政策、

欧州議会選挙等について協議した。

ポーランド・米外相会談【２９日】

ケリー長官は、シコルスキ外相に電話し、シリア

情勢に関する米の見解を説明、大量破壊兵器の

使用に対して国際社会の対応が必要であると強調

した。これに対し、シコルスキ外相は、化学兵器使

用の可能性について重大な懸念を表明する一方、

シリアへの介入に関しては慎重な意見を表明し

た。

ポーランド・ウクライナ大統領電話会談【30 日】

ウクライナ独立記念日に際し、コモロフスキ大統領

は、 ヤヌコーヴィチ大統領と電話で会談し、両国

首脳会談日程等について協議した。

ポーランド・トルコ国防相会談【１日】

１日，シェモニャク国防相は，キエルツェにおい

て２日から行われる第２１回国際防衛産業展示会

にあわせポーランドを訪問中のイルマズ・トルコ国

防相と会談。両国間及び NATO における防衛協力，

シリア情勢等について協議。

ポーランド・ルーマニア国防相会談【４日】

４日，シェモニャク国防相は，ワルシャワ訪問中

のドゥス・ルーマニア国防相と会談。両国間の技術

協力及び安全保障面における協力等について協

議。

第２１回国際防衛産業展示会（キエルツェ）の開催

【２日～５日】

２日から５日にかけ，キエルツェにおいて第２１

回国際防衛産業展示会開催。ポーランドが導入を

予定する各種装備品の入札を見越し，ヘリコプター，

戦闘車両等，防衛関連装備品の展示が行われる

他，各国防衛関係者による装備品協力等に関する

会議等が行われる。また期間中，シェモニャク国防

大臣はスロバキア，モザンビーク等，同展示会を訪

れる各国の国防相と会談する予定。

アフガニスタンにおけるポーランド兵士の死亡【２

日】

２８日にアフガニスタン・ガズニ基地（ポーランド

軍派遣部隊が駐留）で発生した反抗勢力による攻

撃により負傷し，重体となっていたポーランド軍兵

士（第２５空挺旅団所属）が２日死亡。遺族の希望

により，階級・氏名等は明らかにされていない。

インドネシア大統領のポーランドを訪問【4 日】

ユドヨノ・インドネシア大統領がポーランドを訪問、

コモロフスキ大統領と会談し、両国間の経済協力、

EU と ASEAN の協力等について協議した。

ポーランド・ルーマニア国防相会談【４日】

４日，シェモニャク国防相は，ワルシャワ訪問中

のドゥス・ルーマニア国防相と会談。両国間の技術

協力及び安全保障面における協力等について協

議。
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経    済

経済・財政政策

財務省、２０１６年までＶＡＴは２３％と発表【２９日】

財務省は、付加価値税（ＶＡＴ）法を改正し２０１６

年までＶＡＴの税率を２３％とする旨発表した。同時

に２０１３年結束計画と２０１３年―２０１６年多年度

財政計画も修正されることになる。現行のＶＡＴは

時限措置として２０１１年１月に２２％から２３％に

引き上げられ、２０１４年１月には２２％に戻る予定

であったが、マクロ経済の安定化及び公的債務の

不均衡是正のため、今回税率を維持するもの。改

正ＶＡＴ法では公的債務残高の対ＧＤＰ比率が５

５％を超えた場合に、税率が自動的に上昇するメ

カニズムも廃止する予定。

下院がＣＣＳ法案を可決【２日】

ポーランド議会下院は、ＣＣＳ（炭素回収・貯留）法

案を可決した。同法は、ＥＵの所謂ＣＣＳ指令を履

行するもので、法案では炭素の回収・貯留を行うに

際しての許認可や地層の条件等について規定して

いる。

トゥスク首相、年間経済成長は１．５％以上と発言

【４日】

トゥスク首相は、クリニツァ経済フォーラムにおい

て、第４四半期のＧＤＰ成長率は２％を超え、２０１

３年年間の成長率も１．５％以上となり、２０１４年

には３％程度まで上昇するかもしれないと発言した。

更に、ＧＤＰを２０１７年までに２０億ズロチまで増加

させ、今後の１０年間で倍増させるために「危機後

のポーランド」と銘打った新経済計画の導入を発表

し、税制の明確化等を通じて投資環境を改善する

と発表した。

年金制度改革案が発表される【４日】

トゥスク首相は年金制度改革案を発表し、公開年

金基金（ＯＦＥ）の保有する長期国債をすべて国有

保険会社ＺＵＳに移管し、今後国民は、社会保険料

に関しＯＦＥでの運用を継続するかＺＵＳへの拠出

のみにするか選択することになると説明した。公的

債務残高増加の主な原因となっているＯＦＥの資

産が移管されたことを受け、株式市場は一時６％も

大幅下落し、市場の混乱を招いた。

国有財産省がＬＯＴ再建のための持株会社の設立

を検討【４日】

国有財産省が、医薬品、鉄鋼、防衛に続き、ポー

ランド経済において重要な地位を占める産業再生

のため、ポーランド航空（ＬＯＴ）、ＬＳエアポート・サ

ービス、ＬＯＴ ＡＭＳ、ショパン・エアポート・サービ

ス及び可能性としてユーロＬＯＴから構成される持

株会社ポーリッシュ・エアー・ホールディングス（ＰＨ

Ｌ）の設立を検討している模様。持株会社設立によ

り政府保有の２４０万ズロチ相当の株式を２、３年

で４４０万ズロチまで上昇させるのが狙い。

マクロ経済動向・統計

第２四半期の経済成長率は０．８％【３０日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば、第２四半期のＧＤ

Ｐ成長率は前年同期比で第１四半期の０．５％から

回復した０．８％となった。前期比では０．４％の増

加。ＧDＰ成長率が上向くのは２０１１年第４四半期

以来６期ぶり。今回の成長は主に純輸出の伸びに

よるもので前年同期比で２．５％増となっている。他

方、個人消費は前年同期比で０．２％増加したもの

の、固定資本形成が同３．８％減と大幅に落ち込

み、国内需要は同１．９％減となっている。専門家

は、今後２０１４年まで増加傾向が継続すると予想

している。

８月の倒産件数は６６件【２日】

８月の倒産件数は６６件で前年同月の７６件より

減少したものの、１月からの類計では前年の６２３

件より４％多い６４７件となっている。製造部門の中

小企業の倒産が依然として多く、この分野では国

内受注の低迷を輸出受注で補うことが難しくなって

いる。但し、現在の傾向はユーロ２０１２に向けた事

業計画の失敗等に起因するものであり、２０１４に

は倒産件数は大幅に減少すると見られている。

８月のＰＭＩが上昇【３日】

８月の購買担当者景況指数（ＰＭＩ）は、７月の５１．

１ポイントから更に上昇した５２．６ポイントになった。

７月は受注、生産、消費のすべてのマクロ経済指

標が上向き、１２カ月ぶりに製造業の雇用が増加し

たことを反映したもの。特に製造業に関しては生産

が１４カ月ぶりに増加し、その割合も過去２８カ月間

で最大となっており、今後の見通しも明るいと見ら

れている。
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ポーランド産業動向

経済特別区での投資が加速【２９日】

２０１３年１月から８月末までに発表された経済

特別区（ＳＥＺ）での新規投資プロジェクトの合計投

資金額は３５億ズロチ（約１，０５０億円）で、昨年同

期より６．７億ズロチ増加（１９％増）した。経済特別

区制度の２０２６年までの延長決定及び景気の上

向きにより、年末までの残り４か月もよい結果が見

込まれている。カトヴィツェＳＥＺでは４件の意向表

明書を受け取っており、更に２件が発表された。ウ

ッジＳＥＺでは本年更に１０件の許可証が発行され

る予定。クラクフＳＥＺでは、投資開始は来年になる

ものの、２件、計７億ズロチの案件が成立する可能

性がある。再投資案件だけでなく新規案件も見込

まれている。

ZCh Police 社がセネガルに拠点獲得【２９日】

ZCh Police 社（ポーランドの化学肥料会社）はセ

ネガルのリン酸塩(phosphate）鉱山会社「African 

Investment Group」の株式の過半数を２８８．５億ド

ルで獲得した。本買収は、同社のアフリカ市場進出

の第一歩となる。ヤウォシンスキ同社ＣＥＯは、他

のアフリカ諸国向けの生産・流通拠点となると述べ

ている。また、セネガルからポーランドに、年間約１

００万トンのリン酸塩が輸出されることが見込まれ

ている。なお、初期段階では、年間２００～３００トン

程度となる。セネガルは政治・経済的に比較的安

定していると評価されている。

ミネラルウォーターの販売が拡大傾向【２９日】

ポーランドにおけるミネラルウォーターの販売

は２０１３年に前年比５％増となる４７億ズロチにな

ると見られ、更に２０１７年には７０億ズロチ近くに

まで達すると予想されている。２０１２年の夏が暑く

飲料の販売が大幅に増加した際、ミネラルウォータ

ーの販売が一番伸びたが、それ以来販売が増加し

続けており、最大の理由は健康的なライフスタイル

への意識の変化であるとの指摘もある。

ショッピングセンターが秋に多数開業【３０日】

ポーランドでは２０１２年に２０のショッピングセ

ンターが開業したが、２０１３年秋にも２４件新規開

業予定であり、２０１３年に新たに開業したショッピ

ングセンターの売場面積は４４万ｍ２に達する見込

み。特に大都市における巨大店舗の開業が目立ち、

ガレリア・カトヴィツカ、トゥシュ・コロニ（ノヴィ・ソン

チ）、ポズナン・シティセンター、プラツ・ウニイ（ワル

シャワ）、ツェントルム・リヴィエラ（グディニア）、ガ

レリア・ブロノヴィツカ等がある。但し、販売店舗を

確保するのは容易ではないと見られ、クラクフのシ

ョッピングセンターでは全売場の４．６％が空いて

おり、地方都市トルンやラドムではそれぞれ５．９％

及び７．９％と経営は厳しい状況。

サイダー販売が倍以上になるとの予想【２日】

サイダーに対する物品税が１００リットル当たり９

７ズロチに減額されたことを受け、製造業者は２０１

３年末までにサイダーの販売が現在の２倍となる２

億ズロチまで増加すると予想している。物品税の

減税により３３０ｍｌ当たりの価格は５ズロチから３

～４ズロチまで低下し、流通業者に対する高額な

保管料が課題となっているものの、２０１２年には３

社だった国内製造業者が、２０１３年は既に４社増

え、年内にもう１社増える予定。

Ｍａｒｓ社がポーランドで１０億ズロチ投資予定【２

日】

菓子及びペット・フードを生産する Mars 社がソハ

チェフ（Sochaczew）近郊の工場及び事務所に約８

億ズロチ（約２４０億円）を投資するとポーランド情

報・外国投資庁（PAIiIZ）は発表した。同社はまた、

チョコレート工場及びペットフード工場も計２．５億

ズロチ（約７５億円）かけて拡張する。Mars Polska

社は既に採用を開始しており、少なくとも１００人を

新規雇用する。

ＫＧＨＭ社がアゾティ・グループと協力【２日】

ＫＧＨＭ社（ポーランドの国有銅銀鉱山会社）は

アゾティ・グループ（ポーランドの国有化学肥料大

手）の肥料製造会社 Fosfory 社と化学物質の利用

協力に関する基本合意書に署名した。有効期限は

２０１５年末までとなっている。両社はカリウム塩の

探査、化学物質の採掘及び廃棄物質の金属採掘

への利用に協力して取り組む。

アゾティ社とロトス社の石油化学プラント建設に係

る協議が近日終了見込み【２日】

アゾティ・グループ（ポーランドの国有化学肥料

大手）のスコルモフスキＣＥＯは、ロトス・グループ

（ポーランドの国有石油精製大手）との新たな石油

化学プラント建設（５０～６０億ズロチ（約１，５００億

～１，８００億円）規模）プロジェクトについて、現在

実施中の事業可能性調査を近いうちに終えると述

べた。両社は現在資金調達手段や生産設備の態

様について協議している。

ポリメック・モストスタル社が新戦略を採択【４日】

ポリメックス・モストスタル社の経営陣は、２０１４

年―２０１９年の戦略を公表した。同戦略は、エン

ジニアリング市場でトップの地位に戻ること、資金

の流動性を確保することを今後数年間の優先課題
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としている。また、財政難に陥る原因となった道路

建設よりも、収益性の高いエネルギーや化学部門

のプロジェクトに注力する方針としている。同社は

エネルギー関係では、オポレ及びコジェニツェの石

炭火力発電所建設プロジェクトに関与している。Ｅ

ＢＩＴＤＡ指標では来年にも黒字になり、その１年後

には純利益がプラスに転じること、２０１９年までに

債務を消滅させることを予定している。再建プロセ

スも進められ、コア・ビジネス以外の事業は売却す

る。ソビシュＣＥＯは、同戦略が株主に承認され、同

社が既に開始した、又は近い将来開始する投資プ

ロジェクトに対する銀行からの保証及び融資が認

められることを期待している。

ポーランドのＩＴ市場は安定的に成長【４日】

ＰＭＲ社のレポートによれば、ポーランドのＩＴ市

場は昨年２９６億ズロチで、専門家の予想は下回っ

たものの６．３％成長した。マクロ経済の停滞を受

けて大型投資が控えられた。また、支出削減のた

め、政府、自治体もＩＴ関連の支出を拡大しなかっ

た。ハードウェア市場は拡大し、モニターやプリンタ

ー関係は縮小したものの、安価なタブレットが拡大

した。ポーランドのＩＴ関連２００社の半数以上が今

後状況は良くなると回答している。

ＫＷ社が上半期に１億ズロチの赤字【４日】

コンパニア・ヴェングロヴァ社（国有石炭会社）は

２０１３年上半期に１億ズロチ（約３０億円）の損失

を計上した。仮に同社が現在の石炭価格で在庫を

減らすことができなければ、通年でも赤字になると

Strzlec-LobodziskaＣＥＯは述べている。しかし、仮

に石炭の販売が順調に拡大すれば、赤字はゼロ

になるとしている。

ソラリス社がブランズウィック向けトラムの生産を

開始【４日】

ソラリス社（ポーランドのバス・トラム製造会社）

は、ドイツ・ブランズウィック向けに納入予定の１８

編成のトラムの生産を、ボレホボ（ポズナン近郊）

で開始した。４千万ユーロで受注しており、来年半

ばに生産を完了する。数日前には、ドイツの Jena

市から１，４００万ユーロで受注した５編成のトラム

の最後の１編成の生産を完了したところである。ソ

ラリス社はドイツの車両認証も受けており、シーメ

ンス社やボンバルディア社と同様の立場で競争で

きる。同社によれば、スカンジナビア諸国や旧東側

諸国の国々が同社のトラムに関心を示していると

のことである。ポーランドでは、ポズナン市が２０１

１年に初めて同社のトラム４５編成を購入した。

エネルギー・環境

レーン・エネルギー社のシェールガス試掘が欧州

で過去最良の結果【２９日】

コノコフィリップス社と３Legs Resources 社のポ

ーランドでの合弁子会社であるレーン・エネルギ

ー（Lane Energy）社はレンボルク（Lebork）近郊の

試掘孔で１か月以上にわたりシェールガスを採取

している。ガスの採取量は日量約８，０００ｍ３で、

商業生産を開始するには不十分な量であるが、

欧州でのこれまでの試掘結果の中では最良の結

果であり、シェールガス生産に向けた第一歩とし

て評価されている。商業生産の開始を判断するた

めには、追加的な試掘が必要となっている。

原子力プロジェクトに対する公的支援に関する決

定はなされず【３０日】

関係省庁の代表者で構成される政府の原子力

エネルギー委員会は、ポーランドの原子力エネル

ギー・プログラム及びＰＧＥ社の原子力発電所建

設について協議したが、会合では具体的な合意

はなかった。キリアンＣＥＯは原子力発電所建設

に向けた準備の状況を説明するとともに、政府が

様々なタイプの新規発電所建設を支援する革新

的なサポート・メカニズムを構築すべきと強調し

た。

オルレン社のシチンでのシェールガス試掘結果

が不調に終わる【３０日】

オルレン Upstream 社（ＰＫＮオルレン社（国有

石油精製会社）の子会社）は、シチン（Syczyn）で

のシェールガス試掘結果について、生産を開始す

るには炭化水素の流量は不十分であったと発表

した。同社は現在結果を分析中で、シチンを含む

Wierzbica 鉱区での探査活動を継続するか決定す

る。同社はまた、今秋 Berejow で水圧破砕を実施

することを計画しており、受託業者の選定中であ

る。

ＧＤＦスエズ社がポーランドで掘削【２日】

フランスの天然ガス大手であるＧＤＦスエズ社

が、ポーランド、ドイツ、英国、ブラジル及び中国

など、フランス国外でシェールガス探査活動を開

始することを検討している。同社の MestralletＣＥ

Ｏは、現在評価・分析を行っているところと述べて

いる。
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電力価格が半年後に再度引き下げられる見込み

【２日】

エネルギー規制局（ＵＲＥ）は、卸売電力市場で

の電力価格下落を受けて、家庭向け電力価格を

引き下げることを予定している。７月１日に引き下

げを行ったが、２０１４年に再度引き下げる。卸売

電力価格はここ２，３か月で約２５％下落しており、

更なる下落も見込まれている。エネア社（ポーラン

ド第３位の国有電力会社）の場合、１８０～１９０ズ

ロチ／ＭＷｈ（５．４～５．７円／ｋＷｈ）から１６５ズ

ロチ／ＭＷｈ（４．９５円／ＫＷｈ）に引き下げる見

込み。

ＰＥＲＮ社がナフトポートの拡張に８．２億ズロチ

投資予定【３日】

石 油 パ イ プ ラ イ ン ・ オ ペ レ ー タ ー の PERN 

Przyjazn 社は、グダンスクのナフトポートの施設を

８．２億ズロチかけて拡張する。同港の最大受入

能力は年間３千～４千万トンであるが、需要家の

要求により更に３．５～４千万トンの容量を必要と

している。２０１４年から拡張を開始し、貯蔵能力

を拡張する他、鉄道輸送インフラを改良する。

大使館からのお知らせ

ポズナンにおける領事出張サービスについて

大使館は，１０月１９日（土）１０時から１３時までの間，Ｈｏｔｅｌ Ｍｅｒｃｕｒｅ Ｐｏｚｎａｎ（ul. Roosevelta 20, 

60-829,Poznan）において，領事出張サービスを実施します。詳しくは下記当館ＨＰをご覧ください。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm

平成２５年度後期分教科書の配付について

大使館では，ポーランド在住の邦人子女を対象に，平成２５年度後期分教科書（小学生のみ）を配付いたしま

す。（後期分は中学生用教科書の配付はありません。また，ワルシャワ日本人学校に通学しているお子様には

学校から配付されますので，今回の配付の対象とはなりません。）詳しくは下記当館ＨＰをご覧ください。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm

東日本大震災義捐金受付について

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２６年３月３１日（月）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm

文化行事・大使館関連行事

〔開催中〕Loud! ビデオ・アート【8 月 23 日～9 月 29 日】

カトヴィツェ市にて、ビデオ・アート展示が開催中です。60 年代からの世界中のアーティストの作品、中久保

田成子氏の作品も展示されています。

開催場所：現代美術館（ＢＷＡ,住所：al. Korfantego 6, Katowice, , 

ホームページ：http://www.bwa.katowice.pl/p/351/glosnoloud__przeglad_sztuki_wideo_od_lat_60_xx_w/）

〔予定〕国際ポーランド相撲選手権大会【9 月 14 日（土）】

シェドルツェ市にて、ポーランド相撲協会による国際ポーランド相撲選手権大会が開催されます。入場無料。

問合せ先：ポーランド相撲協会(Polski Zwiazek Sumo) 

E メール：sumo@sumo.org.pl ホームページ：http://www.mono.boo.pl/

開催場所：シェドルツェ市（Siedlce）

〔予定〕日本デー・ファミリーピクニック【９月１４日（土）１２時～１７時】

ワルシャワ市にて，ヒクソン・ファイト・クラブによる日本デー・ファミリーピクニックが開催されます。武道デモ

ンストレーション，日本の歴史・文化に関するプレゼンテーション等が行われます。入場無料。

問合せ先：ヒクソン・ファイト・クラブ(Fight Club Hikson) 
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ホームページ：http://www.fightclubhikson.pl/ メール：robertwojnowski@poczta.onet.pl）

開催場所：ワルシャワ市，ビャウオウエンカ区スポーツ・センター，

（住所：ul. Strumykowa 21，Warszawa）

〔予定〕ホイニツェ日本デー 【９月１４日（土）～１５日（日）】

ホイニツェ市にて，ホイニツェ合気道協会・ホイニツェ市役所・ホイニツェ文化センターの共催による日本文化

デーが開催されます。同イベントは，合気道セミナー，日本武道のデモンストレーション，写真展，日本文化に

関するワークショップ，映画祭等予定されています。

問合せ先：ホイニツェ合気道協会（電話：501-399-629，ホームページ：www.aikido.chojnice.pl，

Ｅメール：aikido@chojnice.pl）

開催場所：ホイニツェ文化センター（住所：Swarozyca 1， Chojnice，電話：52 395 01 50，

ホームページ：www.chdk-chojnice.pl，Ｅメール：chdk@chojnice.pl）

〔予定〕日本文化フェスティバル「アスコン 14」 【９月１４日（土）～１５日（日）】

カトヴィツェ市にて，シロンスク・ファンタジー・クラブによる日本文化フェスティバルが開催されます。同フェス

ティバルは，講演会・日本文化に関するワークショップ・日本に関する知識コンクール・コスプレなどの予定です。

入場料は有料です。

問合せ先:シロンスク・ファンタジー・クラブ・電話：32－253-98-04，ホームページ：www.skf.org.pl）

開催場所：カトヴィツェ市シロンスク工場研究所(Slaskie Techniczne Zaklady Naukowe)

（住所：ul.Sokolska 26, Katowice）

〔予定〕 オストルダ日本武道フェスティバル【９月１５日（日）１６時～２０時】

オストルダ市にて，オストルダ極真空手クラブによるオストルダ日本武道フェスティバルが開催されます。日

本武道のデモンストレーション・折り紙と書道ワークショップ・日本伝統踊りのデモンストレーションなどが行われ

る予定です。入場は無料です。

問合せ先：オストルダ極真空手クラブ(Ostrodzki Klub Kyokushin Karate) ホームページ：www.karate.ostroda.pl，

E メール：arturkarate@interia.pl）

開催場所：Amfiteatr(住所：ul.Adama Mickiewicza 17a, Ostroda）

〔予定〕「ジャパン・インデペンデント」日本映画祭【9 月 20 日～29 日】

カトヴィツェ市にて坪川拓史監督と富田克也監督による映画が上映されます。

開催場所：カトヴィツェ市

詳細：http://arsindependent.pl/pl/category/program/japan/
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。

皆様からの情報提供をお待ちしています

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。）

【お問い合わせ・配信登録】

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                            

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。

在ポーランド日本国大使館 newsmail@wr.mofa.go.jp

（ご連絡は電子メールでお願いします。）


